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抄録 

目的：近年妊産婦の葉酸サプリメント利用率は上昇しているという報告があり，妊産婦の葉酸摂取

量にはサプリメントが大きく寄与していることが考えられる．そこで本研究では日本人妊産婦を対

象として葉酸摂取量に対するサプリメントの寄与率を明らかにすること，および食事からの葉酸摂

取量と葉酸サプリメント利用状況の関連について明らかにすることを目的とする．方法：対象者は

国立成育医療センターを受診していた妊娠初期の妊婦194名，調査実施期間は平成23年1月～12月で

あった．対象者には食物摂取頻度調査票（FFQ）を用いた食事調査を実施し過去2か月間の習慣的な

葉酸摂取量を算出した．食習慣および生活習慣に関するアンケートを実施し，得られた回答からサ

プリメントからの葉酸摂取量を算出した．食事からの葉酸摂取量により対象者を四分位に分け，各

群のサプリメント利用率，サプリメントからの葉酸摂取量，総葉酸摂取量に対するサプリメントの

寄与率を算出した．結果および考察：総葉酸摂取量に対するサプリメントの寄与率の平均値は42.2％

±28.2％と非常に高く，サプリメントを考慮せずに妊産婦の食事調査をした場合著しい過小評価にな

ることが考えられる．食事からの葉酸摂取量により分けた4群ではサプリメントからの葉酸摂取量

に有意な差はなく，総葉酸摂取量に対するサプリメントの寄与率とサプリメント利用者の割合に有

意な差がみられた．食事からの葉酸摂取量が最も多い群において，サプリメント利用率，寄与率共

に低い傾向にあった．結論：日本人妊産婦の葉酸摂取量評価を適切に行うためには，サプリメント

を考慮することが重要である．また日本人妊産婦は食事からの葉酸摂取量の違いにより，サプリメ

ント利用状況が異なる可能性が示唆された． 
 

１． 背景および目的 
妊娠期に葉酸を十分に摂取することが神経管閉

鎖障害のリスク低減につながるという報告が数多

くされている[1] [2] [3]．これらの報告を受けて，2000

年に厚生省（現在の厚生労働省）は妊娠の可能性

のある女性に対して，食事からの葉酸摂取に加え

て栄養補助食品から 1 日に 400μg の葉酸を摂取す

ることを推奨する通知を出している[4]．この通知

以降，日本人妊産婦における葉酸認知率と葉酸サ

プリメント利用率は増加傾向にあるという報告が

あり[5]，妊産婦の葉酸摂取量についてサプリメン

トは大きく寄与していることが予想される．した

がって葉酸摂取量を評価する際には，サプリメン

トからの葉酸摂取量についても考慮することが重

要だと考えられる．しかし我が国の国民健康・栄

養調査において葉酸の栄養補助食品の摂取状況に

関する調査は現在まで行われておらず，日本人妊

産婦を対象とした食事からの葉酸摂取量[6]やサプ

リメントの利用率の報告[7]はあるが，葉酸サプリ

メントが葉酸摂取量にどの程度寄与しているかを
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明らかにした報告はない．また，日本人妊産婦の

年齢，学歴，経済状況とサプリメント利用状況と

の関連をみた報告[8]はあるが，食事からの葉酸摂

取量とサプリメント利用状況の関連についての報

告はない．本研究では，日本人妊産婦を対象とし，

葉酸摂取量における葉酸サプリメントの寄与率を

調査し，妊産婦の葉酸摂取量評価においてサプリ

メントを考慮する重要性について明らかにするこ

と，および食事からの葉酸摂取量と葉酸サプリメ

ントの利用状況の関連について明らかにすること

を目的とする． 
 

２． 方法 
2.1.  調査期間と対象者 

調査は平成23年1月～12月にかけて実施した．

対象者は国立成育医療センターを受診していた妊

娠初期（妊娠週齢 8 週～15 週）の女性 210 名のう

ち，食物摂取頻度調査票と食習慣および生活習慣

に関するアンケートへの回答を得られた 194 名

（回答率 78％）であった．なお，本研究の倫理的

配慮については国立成育医療センターの倫理審査

委員会の承認（No.461）を得ている． 
2.2.  葉酸摂取量の算出 

 一日あたりの食事からの葉酸摂取量は疫学調査

用半定量食物摂取頻度調査票（FFQ）[10]より算出

した．対象者に過去 2 カ月の食事について回答し

てもらった．使用した FFQ は 165 種類の食品の摂

取頻度についての質問と 29 の付随する質問から

構成されている．各食品の摂取頻度回数について

は「月に 1 回未満」，「月に 1～3 回」，「週に 1～2

回」，「週に 3～4 回」，「週に 5～6 回」，「毎日 1 回」，

「毎日 2～3 回」，「毎日 4～6 回」，「毎日 7 回以上」

という 9 つの選択肢から回答してもらった．また，

各食品の一回あたりの摂取量については，示され

た目安量に対して「少ない（半分以下）」，「同じ」，

「多い（1.5 倍以上）」の 3 つの選択肢から回答し

てもらった．日本食品標準成分表 2010 を用いて，

各食品項目の荷重食品成分表を作成し，対象者の

回答をもとに 1 日あたりの葉酸摂取量を算出した．

使用した FFQ の日本人妊産婦での外的妥当性の検

証は報告されている（r=0.392）[9]． 

 1 日あたりのサプリメントからの葉酸摂取量は，

食習慣および生活習慣に関するアンケートから算

出した．アンケートから対象者が摂取しているサ

プリメントの商品名とサプリメント摂取頻度につ

いての回答を得た．各商品の 1 回あたりの推奨摂

取量を１回分摂取量とし，そこに 1 日あたりの摂

取頻度を乗じて 1 日あたりのサプリメントからの

葉酸摂取量を算出した．摂取頻度は，「とってない」，

「月に 1 回」，「月に 2～3 回」，「1 日に 1 回」，「1
日に 2 回以上」「週に 2～3 回」，「週に 4～6 回」，

の 7 つの選択肢から回答してもらった． 

2.3.  統計解析 
食事からの葉酸摂取量により対象者を四分位に

分類し，最下位群から順に最上位群までを Q1～４

とした．各群のサプリメントからの葉酸摂取量，

サプリメントおよび食事からの葉酸摂取量（以下

総葉酸摂取量），サプリメントの寄与率について平

均値と標準偏差を求め，各群の平均値の差を比較

するために一元配置分散分析を行った．また，サ

プリメントからの葉酸摂取量平均値の群間差をみ

るために Tukey-Kramer 法で多重比較を行った．各

群のサプリメント利用率について，四群間の差異

をみるためにカイ二乗検定を行った． 

有意水準は危険率 5％未満とし，データの統計

解析には JMP9®(SAS Institute Inc.,Cary,NC,USA)を

用いた． 

平均値 標準偏差

年齢（歳） 35.5 ± 4.2

身長（㎝） 159.1 ± 5.5

妊娠前体重（㎏） 51.4 ± 6.8

妊娠前BMI（㎏/cm） 20.3 ± 2.4

人数 ％

葉酸サプリメント利用者 144 74.2

初産 125 64.4

妊娠前喫煙習慣

吸わない 136 70.1

過去に吸っていた 53 27.3

習慣的に吸っている 1 0.5

妊娠前飲酒習慣

月1回未満 137 70.6

月2，3回 16 8.2

週に1～4回 24 12.4

週に5回以上 5 2.6

学歴

短期大学 33 17.0

四年制大学・大学院 126 64.9

世帯収入

400万円未満 13 6.7

400万円以上～1000万未満 94 48.5

1000万円以上～ 83 42.8
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３． 結果 
3.1.  対象者の特徴 

対象者の特性を表 1 に示した．平均年齢は

35.5±4.2歳，妊娠前平均BMIは20.3±2.4であった．

葉酸サプリメントの使用率は 74.2％であった．妊

娠前喫煙習慣は「吸わない」と答えたものが最も

多く，136 人（70.1％），妊娠前飲酒習慣は「月 1
回未満と答えたものが最も多く，137 人（70.6％）

であった．世帯収入は 400 万円以上 1000 万円未満

の者が 94 人（48.5％）と最も多く，1000 万円以上

の者が 83 名（42.8％）と次いで多かった．最終学

歴は四年制大学・大学院の者が最も多く，126 人

（64.9％）であった． 
3.2.  食事からの葉酸摂取量とサプリメントか

らの葉酸摂取量の関連 

食事から葉酸摂取量により対象者を四分位に分

け，各群の食事およびサプリメントからの葉酸摂

取量とサプリメントの寄与率，サプリメント利用

者の割合について，平均値および標準偏差を表 2
に示した．また同様の四分位について，各群の食

事およびサプリメントからの葉酸摂取量平均値を

グラフ 1 に示した．表 2 より，対象者全体の平均

総葉酸摂取量は 562±232μg，食事からの平均葉酸

摂取量は 281±111μg，サプリメントからの平均葉

酸摂取量は 281±216μg であった．サプリメントの

平均寄与率は 42.2±28.2％であった．各群のサプリ

メントからの葉酸摂取量平均値に有意な差はなく，

総葉酸摂取量，サプリメント寄与率，サプリメン

ト利用者割合に有意な差がみられた．また

Tukey-Kramer 法による多重比較では，各群のサプ

リメントからの葉酸摂取量平均値に有意な差はみ

られなかった． 

 

 

４． 考察 
本研究は日本人妊産婦を対象とし，葉酸摂取量

に対するサプリメントの寄与率および食事からの

葉酸摂取量と葉酸サプリメントの利用状況との関

連について調査した本邦初めての報告である． 

対象妊産婦の葉酸サプリメント使用割合は

74.2％であった．2012 年に日本人妊産婦 2367 人を

対象に実施されたインターネット調査では葉酸サ

プリメント利用率が 85％[7]という報告がある．ま

た 2010 年に日本人妊産婦 1076 人を対象に実施さ

れた調査では 75％[11]という報告があり，本研究の

対象者のサプリメント利用割合は他の報告と近い

値を示していた． 
対象者全体の平均総葉酸摂取量は 562±232μg/日，

食事からの平均葉酸摂取量は 281±111μg/日，サプ

リメントからの平均葉酸摂取量は 281±216μg/日で

あった．食事からの葉酸摂取量について他の日本

人妊産婦を対象とした FFQ による食事調査の報告

と比較すると，妊産婦 28 名を対象にした調査では

235±78μg/日という報告[12]や，妊産婦 128 名を対象

にした調査では 245±85μg/日という報告[13]があり，

本研究の対象者の食事からの葉酸摂取量は他の報

告と近い値を示している． 

対象妊産婦の葉酸摂取量に対するサプリメント

の平均寄与率は 42.2±28.2％であった．対象者全体

のサプリメントを含めた食品群別葉酸寄与率は多

い順に，サプリメント 50.1％，野菜類 16.1％，穀

類 5.4％，豆類 4.8%であった．他の食品群と比較

して対象妊産婦の葉酸摂取量に葉酸サプリメント

が大きく寄与していることが伺える．このことか

らサプリメントを考慮せずに食事調査を実施した

場合，著しく過小評価をする可能性がある． 

 

p

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

エネルギー摂取量 (kcal) 1756 ± 511 1338 ± 279 1559 ± 345 1866 ± 341 2260 ± 503 ＜0.001†

総葉酸摂取量（食事＋サプリメント） (µg) 562 ± 232 442 ± 224 579 ± 215 612 ± 223 617 ± 201 <0.0001†

葉酸摂取量（食事） (µg) 281 ± 111 159 ± 32 228 ± 20 301 ± 22 434 ± 70

葉酸摂取量（サプリメント） (µg) 281 ± 216 249 ± 213 327 ± 212 316 ± 224 235 ± 206 0.4364†

サプリメント寄与率 (％) 42.2 ± 28.2 43.5 ± 27.2 48.3 ± 24.6 43.1 ± 25.8 30.9 ± 25.2 <0.0001†

サプリメント摂取頻度 (回) 0.70 ± 0.54 0.62 ± 0.59 0.82 ± 0.53 0.79 ± 0.54 0.59 ± 0.52

サプリメント利用者割合 (％) 74 ％ 78 ％ 71 ％ 88 ％ 61 ％ p<0.05‡

†一元配置分散分析 ‡カイ二乗検定

全体

（n=49） （n=49）

Q1

（n=49）

Q4

（n=48）

Q3

（n=48）

Q2
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対象者を食事からの葉酸摂取量によって四分位

（Q1-Q4）にしたところ，葉酸サプリメント利用

者の割合と葉酸サプリメントの寄与率に有意な差

がみられた．食事からの葉酸摂取量の最も多い Q4
において葉酸サプリメント利用者の割合，葉酸サ

プリメントの寄与率共に低値を示していた．この

ことから，Q4 にはサプリメントの利用を避け，食

事から積極的に葉酸を摂取している者が多いこと

が推測できる．サプリメントの利用状況について

調査を行っていた 2001 年の国民健康栄養調査で

は，欠食のある者，野菜摂取量が少ない者など食

生活に問題がある者ほどサプリメントの利用が多

いと報告がある[14]．Q1～４の野菜摂取量は順に

129g，147g，186g，237g となっており，野菜摂取

量の最も多い Q4 でサプリメント利用者が少なく

2001 年の国民健康栄養調査で実施されたサプリメ

ント利用者の傾向と[14]と同様の傾向であった．日

本人を対象としたサプリメント利用と食生活との

関連については，複数報告があるが結論は一致し

ていない．女子大生を対象とした研究では，サプ

リメントの利用者には体調不良を訴える者，レト

ルト・市販の惣菜の利用頻度が高い者が多いとい

う報告がある[15]．運動部の大学生と薬学部の大学

生を対象とした研究では，運動部の学生は食への

関心が高い者にサプリメント利用者が多く，薬学

部の学生は食への関心が低い者にサプリメント利

用者が多いと報告している[16]．これらの報告から，

サプリメント利用の傾向は対象者の特徴により異

なることが伺える．妊娠期は食事に対する意識が

妊娠前と比較して高まる時期であり[11]，かつ葉酸

サプリメントの利用を推奨されている特殊な時期

であることから，その他の集団とはサプリメント

利用の傾向が異なる可能性が示唆された． 

サプリメントの使用率は，収入，教育レベルに

関連しているという報告[17]があり，本研究の結果

にも対象者の特徴が影響したことが考えられる．

しかし，アンケート調査においては教育レベルの

高い者，世帯収入が高い者は脱落しにくいという

報告があり[18]，今回の調査の 78％という高い回答

率が実現した要因になったと考えられる．本研究

で食事からの葉酸摂取量を算出するために用いた

FFQ は相対的な食事摂取状況を把握できる方法で

あるため，求めた葉酸摂取量は絶対量としては扱

えず，実際の摂取量との誤差がある．また本研究

ではサプリメントの使用について具体的な使用量

は調査せず，使用頻度と各商品の 1 回服用量から

葉酸摂取量を推測したため，実際の摂取量から多

少の誤差が発生していることが考えられる． 

今後は他の妊産婦集団でも同様の調査を行い，

葉酸サプリメントの寄与率および利用傾向を明ら

かにしていく必要がある． 
 

５． 結論 
本研究では日本人妊産婦を対象とし，葉酸摂取

量におけるサプリメントの寄与率および食事から

の葉酸摂取量とサプリメント利用状況の関連につ

いて調査した．その結果，対象妊産婦の葉酸サプ

リメント平均寄与率は 42％と高い値を示していた．

妊娠期の葉酸摂取量の評価にはサプリメントを考

慮することが重要である．また，食事からの葉酸

摂取量が多い者は葉酸サプリメントの利用率・寄

与率共に低い傾向にあり，日本人妊産婦は食事か

らの葉酸摂取量の違いにより，葉酸サプリメント

利用状況に違いがあることが示唆された． 
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Abstract 

Objective: Recent years, prevalence of dietary supplement use increase among pregnant women in Japan, 
therefore for evaluating folate intake during pregnancy, it is significant to take into account dietary 

supplement. We examined the contribution ratio of dietary supplements to total folate intake and relationship 

between folate intake from diet and use of dietary supplements among Japanese pregnancy. Method: 
Subjects were 194 Japanese pregnant women who visit National Center for Child Health and Development in 

2011. We used the Food Frequency Questionnaire for calculating folate intake dietary, and the dietary habits 

and life style questionnaire from calculating folate intake from dietary supplements. Prevalence of folate 
supplements use and contribution of folate supplements to total folate intake were compared across quartile 

of folate intake from diet. Result: Supplement users were 74.2%(n=144) women. Average of contribution 

ratio of dietary supplements to folate intake was 42.2±28.2%. Discussion: Prevalence of folate supplement 
use in subjects and contribution ratio of folate supplements to total folate intake were exceedingly high. 

Therefore if we survey folate intake among pregnancy without taking account of dietary supplements, we 

will underestimate it. The highest quartile of folate intake from diet was the lowest prevalence of dietary 
supplement use and the lowest contribution of folate supplements to total folate intake. Dietary folate intake 

is relevant to folate intake from diet and use of dietary supplements among Japanese pregnancy. Conclusion: 

This study indicates that taking account of dietary supplement provides more accurate estimate 
of folate intake. 
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中山 惠理（なかやま えり） 
現職：織田栄養専門学校助手，大妻女子大学大学院人間文化研究科人間生活科学専攻に在籍中． 

 

 

大妻女子大学家政学部食物学科管理栄養士専攻を卒業． 

織田栄養専門学校に助手として勤務しながら，大妻女子大学大学院人間文化研究科人間生活科学専攻に

在籍中． 

「妊産婦の食事評価」を修士論文のテーマとしている． 


